
学校関係者評価委員（学校評議員）のコメント

前期 年度

４ ４

３ ４

【各種データ】

保護者アンケート 平均 肯定率 平均 肯定率

⑩ 3.3 86 3.1 82

⑱ 3.7 97 3.7 97

㉓ 3.6 98 3.5 98

児童アンケート 平均 肯定率 平均 肯定率

⑥ 3.7 92 3.7 94

職員個人評価 平均 肯定率 平均 肯定率

3.3 100 3.5 100

3.7 100 3.7 100
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６　地域・保護者との連携

具体的な内容 自己評価A 学校関係者評価

地域との連携・協力体制を
構築し，保護者・地域の期
待に応える学校運営を
行っている

前
期

おおむね
良好

良好

　今年度、スポーツ少年団の社会体育化への移行がスムーズになされたこ
とは、学校と保護者、地域との関係性がよい状態にあることを示している。
活動が子どもたちの発達段階に応じた無理のないものであるよう、学校側
でも子どもたちの様子にできるだけ気を配ってほしい。地域の方々の協力
を得た教育活動が充実したり、移住コンシェルジュの方々がボランティアに
加わったりするなど、昨年度よりパワーアップした取組も見られる。今後も、
平元コミュニティとの合同運動会や平元の夏祭りなど、地域との連携を大
事にして、地域に元気を届ける学校づくりに努めてほしい。

年
度

良好

○努力を要する 実現状況は不十分で努力を要する／達成率49％以下、前年度比92％以下

○きわめて良好 実現状況は極めてよく意識も高い／達成率91％以上、前年度比108％以上
○良好 実現状況は良好で意欲もある／達成率80～90％、前年度比103～107％
○おおむね良好 実現状況は概ね良好／達成率60～79％、前年度比98～102％
○やや不十分 実現状況はやや不十分で取り組みが不安定／達成率50～59％、前年度比93～97％

評価指標

ＰＴＡの活性化　　保護者アンケート　学校支援ボランティアとの連携
平元スポーツ少年団との連携

学校評議員会　平元コミュニティとの連携　地域行事への参加
祖父母参観日　情報の発信（学校報・ＨＰ・ブログ）

自己評価Bの評価基準

⑬　部活動の社会体育化により、今年度よりスポーツ少年団の本格的な活動が開始されたが、監督・コーチの指導体制や
　父母の会の方々による支援体制も整い、スムーズな移行がなされた。また、ＰＴＡと連携して救急救命法に係る講習を行
   うことができた。
⑬　移住コンシェルジュの方々の協力もいただき、読み聞かせボランティアの活動が更にバージョンアップされた。また、
　本校の伝統となっているアップル活動をはじめ、５年生の米作り体験、今年度新たに取り組んでいる４年生の酪農体験、
　伝統文化クラブによる茶の湯体験や百人一首体験など、多くの活動に地域の方々の協力をいただいている。今後は、
　教育力の活用だけでなく、発信や交流も充実させたい。
⑬　学年通信、ほけんだより、学校報、ホームページやブログ等、今年度も学校や子どもの様子をきめ細かに発信してき
　た。学校と保護者の連携に対する評価も高い。今後も、タイムリーかつ正確で有益な情報発信を心がけていきたい。
⑬　今年度も、合同運動会の実施や平元夏祭り等の地域行事への児童の参加など、平元コミュニティとの連携が充実して
　おり、地域との関係性は引き続き良好である。ＰＴＡ授業参観や祖父母参観にも多くの来校者があり、開かれた学校づく
　りに結び付いている。今後は、花輪北小との統合を見据えながら、学校から地域への関わりの在り方、地域貢献の在り
　方、花輪北小との交流の在り方等を検討していきたい。

⑬　部活動の社会体育化においては、後期になって監督・コーチの指導体制が替わったスポーツ少年団もあるが、父母の
　会の方々による支援が整い、概ね順調な活動がなされている。健康面や生徒指導面への配慮等、学校側も見届けする
　ようにしていきたい。なお、後期もＰＴＡと連携してスポーツによるけが・障害の予防に関する講演会を実施でき、児童と保
　護者に対してよりよい啓発機会になったと考える。
⑬　平元コミュニティとの連携、地域行事への参加は良好に行われている。これからも子どもたちを地域の一員として育て
　ていくために連携を図っていきたい。そのためにも、教職員と保護者が同じ姿勢で子どもたちを励ましていく。
⑬　学校支援ボランティアの活用により、読書活動の推進や水泳指導等で大きな成果が上がっている。次年度は、活用の
　内容を更に広げていけるよう、ボランティアの方々と検討して有効活用に努めたい。
⑬　学校報、学年通信、学校ＨＰ・ブログの発信等、学校や子どもの様子をきめ細かに発信してきた。保護者の肯定率も高
　い水準を保っている。また、今年度は、クマ出没情報や防災情報等、安心安全メールを配信する機会も多かったが、正
　確な情報を素早く伝えることができた。次年度もこのような取組を心がけていきたい。

主な取組
自己評価B

⑬保護者・地域との双方向の連携

前期 後期

前期 後期

 学校と保護者が、PTA活動や行事などを通して、よく連携し合っている。

 学校は、学校だより・学年だより・HP等を通して、教育活動や子どもたちの活動の様子を分かりやすく伝えている。

前期

⑬
PTAの活性化　保護者アンケート　学校支援ボランティアとの連携　平元スポーツ少年団との連携

学校評議員会　平元コミュニティとの連携　地域行事への参加　祖父母参観日　情報の発信（ＨＰ・ブログ）

自己評価A及び外部評価の評価区分

学校の
改善策

【前期→後期】

【後期→次年度】

 子どもは、学校での様子や出来事などを、家族によく話している。

後期

 子ども会や地域などの行事にも進んで参加していますか。


